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研究成果の概要（和文）：本研究では、内外の中世小説の伝本を閲覧し、書誌学的調査を行い、資料を多数入手した。
また、中世小説の挿絵と本文の関係について考察した。入手した伝本の中で優れたものは、ライデン民族学博物館所蔵
『貴船の本地』の翻刻と解題のような形で公にした。説話では、七夕・羽衣等と中世小説の関係を考察した。特に、日
本文学で、人間と動物の結婚についての法則を論じたものは意義がある。さらに、黒田日出男氏のコード論を利用して
、渋川版における「遠山」のコードを分析した。最後に、まとめとして、中世小説の伝本が、海外に所蔵される経緯に
ついて論じた。

研究成果の概要（英文）：I could investigated a lot of rare books of medieval tales in Japan and foreign co
untries, and performed bibliographical researches in order to obtain a number of documents and materials. 
I have considered the relationship between the texts and illustrations of medieval tales. I was able to re
print and bibliographical introduction such as "Kibune no Honji" in Leiden Ethnographic Museum collection.
 I have considered the relationship between the medieval tales and the narratives of the "Tanabata", "Hago
romo" and so on. I have considered the law on marriage of humans and animals in Japanese literature. By us
ing the theory of code which was provided by Kuroda Hideo, I analyzed the code of "Tooyama" in the medieva
l tales which were published by Shibukawa seiemon. I have considered why the foreign countries have posses
sed many documents and rare books of Japanese medieval tales.
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１．研究開始当初の背景 
 
 ①本研究が開始された当初、日本及び海外
の大学・図書館・美術館・博物館等が所蔵す
る中世小説（御伽草子・室町物語）について
は、まだ調査が進んでいない地点が幾つか存
在したので、その調査を行い、伝本の実態を
明らかにする必要があった。 
 ②中世小説の本文と挿絵の関係に就いて
は、長年取り組んできたが、コード論などを
利用して、多面的な考察をする必要に迫られ
ていた。 
③七夕伝説を初めとして、多くの説話が中世
小説の生成にどのように関わってきたか
を明らかにする必要があった。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究は、国内外に所蔵される中世小説の
伝本を、調査・撮影・複写・収集し、他の伝
本と比較校合することで、伝本系統を推定す
ることを第一の目的とする。第二に、本文と
挿絵の両面で、精緻な観察と比較校合を行い、
諸本の影響関係・書承関係を明らかにするこ
とを目的とする。第三に、中世小説の生成発
展過程を明らかにするために、説話の面で、
作品が、どういう過程を経て発展してきたか
を究明することを目的とする。以上を踏まえ
て、総合的に、中世小説が誕生し、変成した
過程をダイナミックに裏付けることを本研
究の目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
第一の目的を達成するために、国内・海外

の所蔵機関へ出かけて調査・撮影・資料収
集・複写等を行った。 
第二の目的のために、調査・収集した伝本

を比較校合し、伝本の優劣・新旧を判定した。
従来、アナログで撮影したものを、デジタル
化する作業も必要であった。研究の比較的進
んだ作品から、校本を作り、優劣を判定し、
さらに、挿絵と本文の関係について、考察し
た。 
第三の目的達成のために、説話の面で、作

品が、どういう過程を経て発展してきたかを
究明するに必要な関連した書籍等の購入を
行った。勿論、中世小説に関する参考資料・
論考等の文献複写にも努めた（その他・複写
費）。その購入した書籍や複写した論文等を
参考にして、自ら収集した伝本との比較や考
察を行い、説話の面で、中世小説が、どのよ
うに生成されてきたかを考察した。 
その後で、研究の進んだ作品から順次、解

題を付けて伝本を紹介したり、挿絵と本文の
関係、説話との関係についての論考を発表し
たりした。 
 最終的に、中世小説の生成発展の過程を、
具体的に跡付けた。 

 
 
４．研究成果 
 

本研究では、次の諸点で成果があったと考

える。 

①中世小説の伝本について、多数のものを閲

覧し、書誌学的調査を行うことが出来たこ

と。東大・フランス国立・ソウル大につい

ては、不完全ながら、伝本の書誌調査を報

告できたこと（国内・国外の調査研究旅費）。 

②閲覧を許可された伝本のうち、書誌学的・

文学的（特に本文・内容）・美術的（装丁・

挿絵等）価値の高い伝本について、その本

文と挿絵を、自ら写真撮影、あるいは、撮

影依頼により行い、資料を多数入手出来た

こと（複写費・印刷費等）。 

③国内のみならず、海外の大学・博物館・美

術館・図書館等に所蔵される中世小説の閲

覧が行えて、広範囲に網羅的な伝本調査・

資料収集が行えたこと（外国旅費・複写

費・印刷費）。 

④外国の調査に当たっては、中国では、中国

人の留学生、オランダ・ベルギーでは、そ

れぞれオランダとベルギーの留学生が、フ

ランスもベルギーの留学生が、韓国は韓国

の留学生が、案内や通訳、あるいは、調査

の補助をしてくれて、スムーズに研究が遂

行できたことに示されるように、日頃の留

学生との交流がこういった海外の調査で

はいかに有効かを改めて認識できたこと。 

⑤外国の訪問先の担当者という知己を得て、

帰国後もメールのやり取り等を通して、翻

刻の依頼や情報交換等を通じ、様々な便宜

を得られたこと。 

⑥閲覧出来た伝本の中から、翻刻し学界に紹

介するにたるものを、許可を得て、解題を

付けて活字化できたこと。特に、ライデン

民族学博物館所蔵の『貴船の本地』は、シ

ーボルトが持ち帰ったことは分かってい

たが、今まで国文学者の調査の手は及んで



なかったので、その意味で意義がある。ま

た、本文・挿絵ともに、他本との違いが大

きい点も注目される。同じく『たなばた』

は、長年、中世小説『七夕』の研究をして

きた筆者にとって、やはり、価値ある一本

と言える。 

⑦今回は、中世小説の源流の一つでもある説

話の中で、七夕・羽衣・柘枝などの伝説が、

中世小説とどう関わるのかを示すために、

それらの伝説を分析した論考も加えたこ

と。これらは、中世小説『七夕』『あめわ

かみこ』『瓜子姫』『羽衣物語絵巻』『おも

かげ物語』等と関わりを持つ点で、意義有

る物と考える。 

⑧川を流れてくる桃や瓜、さらに扇などの意

味を分析し、男女を結び付けたり、異郷か

らの訪問であることを示す意味があるこ

とを論じたことも、その成果の一つと考え

る。 

⑨ジャンルを問わず、日本文学では、男女が

出逢うには、姿形が同一の種類であること

が必要で、動物が動物のままなら人間とは

結婚できないこと、また、人間の姿をして

いても、何かの機会に、その動物の正体が

露見すれば、夫婦生活は破綻することなど

の法則があることを論じたことも、中世小

説『あま物語』『鶴の草紙』『貴船の本地』

などの理解に不可欠であることを示せた

こと。 

⑩黒田日出男氏のコード論を利用して、「遠

山」というコードが、渋川版の中でどう利

用されているか分析できたこと。 

⑪海外に所蔵される奈良絵本・絵巻等の中世

小説（御伽草子）関係の伝本が、なぜ海外

に所蔵されるようになったのか、其の経緯

について論じることが出来たこと。 

以上を総合し、中世小説の研究に関して、

現在どういう問題があるか、考察を加える事

が出来たこと。 
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